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福岡県障がいを理由とする差別の解消の推進に関する条例が制定されました。

も く じ ／通巻146号

　「福岡県障がいを理由とする差別の解消の推進に関する条例」が、平成29年３月30日に制定（平成

29年10月１日施行）されました。

　この条例は、平成28年４月１日に施行された「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律

（障害者差別解消法）を具現化するものであり、基本理念を定めて、県の責務並びに事業者及び県民

の役割を明らかにし、具体的な方針が示されています。

　この条例の中で、障がいのある人とは、身体障がい、知的障がい、精神障がい（発達障がいを含む）、

難病を原因とする障がいその他の心身の機能の障がいがある人で、障がい及び社会的障壁により

継続的または断続的に日常生活又は社会生活に相当な制限を受ける人を言います。また、ここで言

う障がいのある人とは、障害者手帳を持っている人のことだけではありません。

　障がいのある人たちが、その障がいの有無により、社会参加を制約されたり、差別を受けたり、

生活をする上で選択の余地が狭められることがあってはいけません。

　そのため、私たち県民一人ひとりが、この条例の制定を、障がいについて考える機会としてとら

え、障がいのあることを理由に分け隔てられることなく、お互いに人格や個性を尊重し合いながら

共生していく社会が実現できるよう努めていく必要があります。
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福
岡
県
障
が
い
を
理
由
と
す
る

差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る

条
例
の
基
本
理
念
及
び
概
要

　

こ
の
条
例
は
、
前
頁
で
記
載
し
た
と

お
り
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
障
が
い
の

有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と

な
く
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し

合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
ま

し
た
。

◆
基
本
理
念

一
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
活
動
を
制
限

し
、
及
び
社
会
へ
の
参
加
を
制
約
し
て

い
る
社
会
的
障
壁
の
除
去
を
進
め
、
ソ

フ
ト
及
び
ハ
ー
ド
の
両
面
に
わ
た
る
社

会
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
し
、
施

設
及
び
設
備
、
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
、
制
度

等
の
利
用
し
や
す
さ
の
向
上
を
図
る
こ

と二
、
障
が
い
及
び
障
が
い
の
あ
る
人
に

関
す
る
県
民
の
意
識
を
向
上
さ
せ
、
障

が
い
の
あ
る
人
の
権
利
及
び
尊
厳
を
尊

重
す
る
社
会
を
育
む
こ
と

三
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
分
野
に
お
け
る
障

が
い
の
あ
る
人
に
関
す
る
定
型
化
さ
れ

た
観
念
、
偏
見
及
び
誤
解
に
基
づ
く
慣

行
を
な
く
す
こ
と

四
、
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
に
関

す
る
紛
争
の
防
止
又
は
解
決
に
当
た
っ

て
は
、
当
事
者
間
の
建
設
的
な
対
話
に

よ
る
相
互
理
解
を
基
本
と
す
る
こ
と

◆
概
要

障
害
者
差
別
解
消
法
の
実
効
性
を
確

保
す
る
た
め
の
相
談
及
び
紛
争
防
止

体
制
の
整
備

・�

県
に
専
門
相
談
員
を
設
置
、
市
町
村

は
相
談
体
制
を
整
備

・�

助
言
、
あ
っ
せ
ん
の
申
立
て
を
受
け

付
け
る
第
三
者
委
員
会
を
設
置

・�

解
決
し
な
い
場
合
の
知
事
に
よ
る
勧

告
、公
表
を
規
定

事
業
分
野
ご
と
に
合
理
的
配
慮
の
留

意
事
項
等
を
情
報
提
供

　

左
記
の
分
野
ご
と
に
、事
業
者
、行
政

機
関
に
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止

と
合
理
的
配
慮
の
提
供
に
つ
い
て
具
体

的
に
情
報
提
供

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

・
医
療

・
労
働
及
び
雇
用

・
教
育

・�

ス
ポ
ー
ツ
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
及
び

文
化
活
動

・�

多
数
の
者
の
利
用
に
供
さ
れ
る
建
築

物
の
利
用

・
公
共
交
通
機
関
の
利
用

・
不
動
産
取
引

・
情
報
の
提
供
及
び
意
思
表
示
の
受
領

・�

そ
の
他
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
に

関
わ
り
の
あ
る
分
野

行
政
や
事
業
者
に
よ
る
自
主
的
・
事

前
的
な
改
善
措
置
の
努
力
義
務

・�

自
ら
設
置
す
る
施
設
及
び
設
備
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化

・
介
助
者
等
の
人
的
支
援

・�
障
が
い
の
あ
る
人
に
と
っ
て
円
滑
な

情
報
の
取
得
及
び
利
用
、
意
思
表
示

並
び
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
資

す
る
た
め
の
支
援

人
権
的
視
点
に
よ
る
防
災
・
防
犯
、

虐
待
防
止
へ
の
取
り
組
み

・�

防
災
・
防
犯
、
虐
待
防
止
に
関
し
必

要
な
対
策
を
講
じ
る

そ
の
他

・�

県
の
責
務
、市
町
村
、事
業
者
及
び
県

民
の
役
割

・�

障
が
い
者
差
別
解
消
支
援
地
域
協
議

会
を
組
織

・�

事
業
者
へ
の
研
修
支
援
、
県
民
へ
の

啓
発
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扱
い
の
禁
止
」
で
す
。
国
・
都
道
府
県
・

市
町
村
な
ど
の
役
所
や
、
会
社
や
お
店
な

ど
の
事
業
者
が
障
が
い
の
あ
る
人
に
対

し
て
、
正
当
な
理
由
な
く
、
障
が
い
を
理

由
と
し
て
差
別
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て

い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、「
合
理
的
配
慮
を
行
う
こ

と
」
で
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
は
、
社
会

の
中
に
あ
る
バ
リ
ア
に
よ
っ
て
生
活
し

づ
ら
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
国
・
都
道
府

県
・
市
町
村
な
ど
の
役
所
や
、
会
社
や
お

店
な
ど
の
事
業
者
に
対
し
て
、
障
が
い
の

あ
る
人
か
ら
、
社
会
の
中
に
あ
る
バ
リ
ア

を
取
り
除
く
た
め
に
何
ら
か
の
対
応
を

必
要
と
し
て
い
る
と
の
意
思
が
伝
え
ら

れ
た
と
き（
※
）
に
、
負
担
が
重
す
ぎ
な

い
範
囲
で
対
応
す
る
こ
と（
事
業
者
に
対

し
て
は
対
応
に
努
め
る
こ
と
）
を
求
め
て

い
ま
す
。

　

※�

障
が
い
に
よ
り
本
人
自
ら
の
意
思

を
表
明
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
は
、そ
の
家
族
や
支
援
者
が
本
人

を
補
佐
し
て
意
思
の
表
明
を
す
る

こ
と
も
含
ま
れ
ま
す
。

「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別

の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」に
つ
い
て

　

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の

推
進
に
関
す
る
法
律（「
障
害
者
差
別
解

消
法
」）で
は
、
主
に
、
①
国
の
行
政
機
関

や
地
方
公
共
団
体
等
及
び
民
間
事
業
者

に
よ
る「
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
」

を
禁
止
す
る
こ
と
、
②
差
別
を
解
消
す
る

た
め
の
取
組
に
つ
い
て
政
府
全
体
の
方

針
を
占
め
る「
基
本
方
針
」
を
作
成
す
る

こ
と
、
③
行
政
機
関
等
ご
と
、
分
野
ご
と

に
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
具
体

的
内
容
等
を
占
め
る「
対
応
要
領
」・「
対

応
指
針
」
を
作
成
す
る
こ
と
を
定
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
相
談
及
び
紛
争
の
防
止
等

の
た
め
の
体
制
整
備
、
啓
発
活
動
等
の
障

が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
を
解
消
す
る

た
め
の
支
援
措
置
に
つ
い
て
も
定
め
て
い

ま
す
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
差
別
を
解
消
す
る
た

め
の
措
置
と
し
て
、２
つ
の
こ
と
を
義
務

付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
、「
不
当
な
差
別
的
取

  
障
害
を

理
由
と
す
る

差
別
の
解
消

の
推
進
に
関

す
る
法
律（「

障
害
者
差
別

解
消
法
」）で

は
、主

に
、①

国
の
行
政

機
関
や
地
方

公
共

団
体
等

及
び
民
間
事

業
者
に
よ
る

「
障
が
い
を

理
由
と
す
る

差
別
」
を
禁

止
す
る
こ
と

、
②
差
別
を

解
消
す
る
た

め
の
取
組
に

つ
い
て
政
府

全
体
の
方
針

を
占
め
る
「

基
本

方
針
」

を
作
成
す
る

こ
と
、③

行
政

機
関
等
ご

と
、

分
野
ご
と

に
障
が
い
を

理
由
と
す
る

差
別
の
具
体

的
内
容
等
を

占
め
る
「
対

応
要
領
」・「

対
応
指
針
」

を
作
成
す
る

こ
と
を
定
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、
相
談

及
び

紛
争

の
防

止
等

の
た

め
の

体
制

整
備

、
啓
発
活
動

等
の
障
が
い

を
理
由
と
す

る
差
別
を
解

消
す
る
た
め

の
支
援
措
置

に
つ
い
て
も

定
め
て
い
ま

す
。
 

 
こ
の
法

律
で
は
、
差

別
を
解
消
す

る
た
め
の
措

置
と
し
て
、

２
つ
の
こ
と

を
義
務
付
け

て
い
ま
す
。
 

 
ま
ず
一

つ
目
は
、「

不
当

な
差
別
的

取

扱
い
の
禁

止
」で

す
。国・都

道
府

県
・

市
町
村
な

ど
の
役
所
や

、
会
社
や
お

店
な
ど
の
事

業
者
が
障
が

い
の
あ
る
人

に
対
し
て
、

正
当
な
理
由

な
く
、
障
が

い
を
理
由
と

し
て
差
別
す

る
こ
と
を
禁

止
し
て
い
ま

す
。
 

 
二
つ
目

は
、「

合
理
的
配

慮
を
行
う

こ
と
」
で
す

。
障
が
い
の

あ
る
人
は
、

社
会
の
中
に

あ
る
バ
リ
ア

に
よ
っ
て
生

活
し
づ
ら
い

場
合
が
あ
り

ま
す
。
国
・

都
道
府
県
・

市
町
村
な
ど

の
役
所
や
、

会
社
や
お
店

な
ど
の
事
業

者
に
対
し
て

、
障
が
い
の

あ
る
人
か
ら

、
社
会
の
中

に
あ
る
バ
リ

ア
を
取
り
除

く
た
め
に
何

ら
か
の
対
応

を
必
要
と
し

て
い
る
と
の

意
思
が
伝
え

ら
れ
た
と
き

（
※
）
に
、

負
担
が
重
す

ぎ
な
い
範
囲

で
対

応
す
る

こ
と
（
事
業

者
に
対
し
て

は
対
応
に
努

め
る
こ
と
）

を
求
め
て
い

ま
す
。
 

  
※
障
が

い
に
よ
り
本

人
自
ら
の
意

思
を
表
明
す

る
こ
と
が
困

難
な
場
合

に
は
、
そ

の
家
族
や
支

援
者
が
本

人
を
補
佐

し
て
意
思
の

表
明
を
す

る
こ
と
も

含
ま
れ
ま
す

。
 

 

 

「障
害

を
理

由
と

す
る

差
別

の
解

消
の
推

進
に
関

す
る

法
律

」に
つ

いて
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福
岡
県
が「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

福
岡
県
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
の

自
立
を
支
援
す
る
た
め
、
障
が
い
の
あ

る
人
が
心
を
込
め
て
つ
く
る
製
品
や
提

供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」

と
名
付
け
、
そ
の
販
売
と
提
供
を
通
じ

て
、
障
が
い
の
あ
る
皆
さ
ん
の
収
入
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
取
組
み
の
一
環
と
し
て
、「
ま

ご
こ
ろ
製
品
」
の
販
売
や
提
供
の
際
に

商
品
に
貼
っ
た
り
、
Ｐ
Ｒ
に
利
用
し
た

り
で
き
る
よ
う
、
福
岡
県
で
公
募
を
行

い
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

本
マ
ー
ク
は
、
無
料
で
ど
な
た
で
も

使
用
で
き
ま
す
。
使
用
に
あ
た
っ
て
の

申
請
も
不
要
で
す
。

　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
デ
ー
タ
や
使
用
規
約
は

福
岡
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
の

で
御
活
用
く
だ
さ
い
。

「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」美
味
し
い
も
の

グ
ラ
ン
プ
リ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
も
福
岡
県
主
催
で
「
ま
ご
こ
ろ

製
品
」
の
美
味
し
い
も
の
グ
ラ
ン
プ
リ

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

９
月
５
日
（
火
）、Ｊ
Ｒ
博
多
駅
前
大

屋
根
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
に
、
福
岡
県

内
の
各
福
祉
施
設
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の

製
品
が
大
集
合
し
ま
す
。

　

食
品
は
、ご
来
場
の
皆
さ
ま
に
試
食
、

投
票
い
た
だ
い
て
部
門
ご
と
に
今
年
の

グ
ラ
ン
プ
リ
商
品
を
決
定
し
ま
す
。

　

当
日
は
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、た
く
さ
ん
の「
ま

ご
こ
ろ
製
品
」
を
手
に
取
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

【
２
０
１
６
グ
ラ
ン
プ
リ
の
ご
紹
介
】

お
い
し
い
部
門
グ
ラ
ン
プ
リ

　

ク
ラ
ム
ケ
ー
キ

�

（
ワ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
こ
す
も
す
）

か
わ
い
い
部
門
グ
ラ
ン
プ
リ

　

ぶ
ど
う
パ
ン

�

　
（
パ
ン
工
房
雅
）

贈
り
た
い
部
門
グ
ラ
ン
プ
リ

　

た
ま
ね
ぎ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　

プ
レ
ミ
ア
ム

�

　
（
れ
ん
こ
ん
）
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皆
さ
ん
、ご
存
じ
で
す
か
？

バ
ス
の
運
賃
割
引
に
精
神
障
が
い

者
割
引
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
！

　

福
岡
県
内
で
路
線
バ
ス
を
運
行
し
て

い
る
西
鉄
バ
ス
、Ｊ
Ｒ
九
州
バ
ス
、
昭

和
バ
ス
、
堀
川
バ
ス
で
は
、
平
成
29
年

４
月
１
日
よ
り
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
及
び
そ
の
介
護

人
を
対
象
と
し
た
運
賃
割
引
の
実
施
を

は
じ
め
ま
し
た
。

　

通
勤
、
通
学
、
日
常
生
活
に
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

西
鉄
バ
ス

【
割
引
適
用
路
線
】

　

�

西
日
本
鉄
道
㈱
、
西
鉄
バ
ス
北
九
州

㈱
、
西
鉄
バ
ス
宗
像
㈱
、
西
鉄
バ
ス

筑
豊
㈱
、
西
鉄
バ
ス
二
日
市
㈱
、
西

鉄
バ
ス
久
留
米
㈱
、
西
鉄
バ
ス
大
牟

田
㈱
、
西
鉄
バ
ス
佐
賀
㈱
の
一
般
バ

ス
路
線
バ
ス
全
線
お
よ
び
高
速
バ
ス

の
一
部
対
象
路
線

【
割
引
適
用
範
囲
】

　

�

普
通
旅
客
運
賃
、定
期
旅
客
運
賃（
通

勤
・
通
学
）

【
ご
利
用
方
法
】

　

・
手
帳
の
確
認
に
よ
る
割
引

　

・�

障
が
い
者
用
ｎ
ｉ
ｍ
ｏ
ｃ
ａ
の
利

用
に
よ
る
割
引

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

TEL
０
５
７
０
－
０
０
－
１
０
１
０

Ｊ
Ｒ
九
州
バ
ス

【
割
引
適
用
路
線
】

　
�

一
般
乗
合
路
線
バ
ス
及
び
定
期
観
光

バ
ス

　

�

福
岡
県
（
直
方
線
）、
佐
賀
県
、
長
崎

県
（
嬉
野
線
）、鹿
児
島
県
（
北
薩
線
、

定
期
観
光
）

【
割
引
適
用
範
囲
】

　

�

普
通
旅
客
運
賃
、定
期
旅
客
運
賃（
通

勤
・
通
学
）、
回
数
旅
客
運
賃

【
ご
利
用
方
法
】

　

・
手
帳
の
確
認
に
よ
る
割
引

　

・�

障
が
い
者
用
ｎ
ｉ
ｍ
ｏ
ｃ
ａ
カ
ー

ド
等
の
利
用
に
よ
る
割
引

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

TEL
０
９
２
－
６
４
２
－
８
１
２
１

昭
和
バ
ス

【
割
引
適
用
路
線
】

　

昭
和
バ
ス
全
路
線

【
割
引
適
用
範
囲
】

　

普
通
旅
客
運
賃
、
定
期
旅
客
運
賃

【
ご
利
用
方
法
】

　

・
手
帳
の
確
認
に
よ
る
割
引

　

・�

障
が
い
者
用
ｎ
ｉ
ｍ
ｏ
ｃ
ａ
の
利

用
に
よ
る
割
引

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

TEL
０
９
５
５
－
７
４
－
１
１
１
４

堀
川
バ
ス

【
割
引
適
用
路
線
】

　

堀
川
バ
ス
全
線

【
割
引
適
用
範
囲
】

　

普
通
旅
客
運
賃
、
定
期
旅
客
運
賃

【
ご
利
用
方
法
】

　

・
手
帳
の
確
認
に
よ
る
割
引

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

TEL
０
９
４
３
－
２
３
－
２
１
１
５

北
九
州
市
営
バ
ス

　

北
九
州
市
内
在
住
で
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

に
、
市
営
バ
ス
の
運
賃
が
無
料
に
な
る

「
福
祉
優
待
乗
車
証
」
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
毎
年
６
月
が
更
新
月
で
す
（
新

規
は
随
時
受
付
）。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

TEL
０
９
３
－
７
７
１
－
８
４
０
１

　

各
バ
ス
会
社
に
よ
っ
て
割
引
対
象

者
や
割
引
率
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
バ
ス
会

社
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
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ふ
く
お
か
県
民
文
化
祭
実
行
委
員
会

事
務
局

　

TEL
０
９
２
－
６
４
３
－
３
３
４
６

　

FAX
０
９
２
－
６
４
３
－
３
３
４
７

※�

応
募
方
法
等
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ふ
く
お
か
県
民
文
化
祭
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://w
w
w
.kenbunsai-fukuoka.

jp/topics/detail/21

）

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
ふ
く
お
か

　

福
岡
県
民
体
育
大
会
で
は
、
60
回
を

記
念
し
、
今
年
か
ら
障
が
い
者
の
部
を

新
設
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
向
け
、
国
民
の

ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て

き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
福
岡
県
も
福

岡
県
民
体
育
大
会
を
は
じ
め
と
し
、
障

が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
と
も
に

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

当
大
会
の
試
合
の
後
に
は
体
験
会
を

行
う
競
技
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場

い
た
だ
き
、
選
手
を
応
援
し
た
り
、
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
た
り
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

・
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　

９
月
23
日
（
土
）

　

北
九
州
市
立
総
合
体
育
館

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　

９
月
24
日
（
日
）

　

北
九
州
市
立
総
合
体
育
館

・
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー

　

９
月
24
日
（
日
）

　

新
門
司
球
技
場

・
車
い
す
テ
ニ
ス

　

平
成
30
年
３
月
18
日
（
日
）

　

筑
豊
ハ
イ
ツ

と
き
め
き
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

平
成
30
年
第
18
回
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
大

会
２
０
１
８
」
の
選
手
選
考
を
兼
ね
た

大
会
で
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
応
援
に
来

て
く
だ
さ
い
。

　

※�

選
手
の
申
込
み
受
付
は
終
了
し
て

お
り
ま
す
。

【
開
催
日
】

　

９
月
９
日
（
土
）

【
会
場
】

　

久
留
米
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
陸

上
競
技
場
・
補
助
競
技
場
、
久
留
米
市

み
づ
ま
総
合
体
育
館
、
ユ
ー
ズ
ボ
ウ
ル

久
留
米

【
競
技
種
目
】

　

・
陸
上
競
技

　

・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技

ふ
く
お
か
県
障
が
い
児
・
者
美
術
展

　

福
岡
県
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の

さ
ら
な
る
制
作
意
欲
の
向
上
を
促
進

し
、
県
民
に
対
し
て
、
障
が
い
の
あ
る

方
が
持
っ
て
い
る
多
様
な
能
力
・
才
能

に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目

的
に
「
ふ
く
お
か
県
障
が
い
児
者
美
術

展
」
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
美
術

展
に
展
示
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

【
応
募
資
格
】

　

福
岡
県
在
住
ま
た
は
福
岡
県
に
通

勤
・
通
学（
所
）し
て
い
る
障
が
い
児
・

者
の
方
で
す
。

【
応
募
要
領
】

　

・
テ
ー
マ　
「
と
こ
と
ん
輝
く
！
」

　

・
部
門　

絵
画
、
書
道
、
写
真

【
問
い
合
わ
せ
先
】

お
知
ら
せ

　

・
卓
球
競
技

　

・
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技

福
岡
県
盲
人
福
祉
大
会

　

県
下
在
住
の
視
覚
障
が
い
者
が
一
堂

に
会
し
、
視
覚
障
が
い
者
を
取
り
巻
く

環
境
、
福
祉
、
経
済
や
職
業
な
ど
に
つ

い
て
問
題
提
起
と
解
決
に
向
け
て
の
討

議
を
行
い
、
併
せ
て
相
互
の
親
睦
と
組

織
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
視
覚
障

が
い
者
の
自
立
と
積
極
的
な
社
会
参
加

並
び
に
社
会
貢
献
を
促
し
、
共
生
社
会

の
構
築
と
視
覚
障
が
い
者
の
福
祉
、
文

化
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
ま
す
。

【
開
催
日
時
】

　

９
月
24
日
（
日
）
10
時
30
分
～
15
時

【
会
場
】

　

ユ
メ
ニ
テ
ィ
の
お
が
た
小
ホ
ー
ル

【
参
加
費
】

　

無
料
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「精神病院時代の終焉」

遠塚谷冨美子 他　著
出版：晃洋書房

　これまで「隔離」や「拘束」が当たり前のよう
に行われてきた歴史を振り返りながら、いまだ
改革の進まない日本の精神科医療の現実を指摘
します。入院中心主義から脱却するための課題
や、コミュニティケアにむけた新たな実践的取
り組みも紹介。

「１８歳のビッグバン」

小林春彦　著　
出版：あけび書房

　大学受験を目指していた18歳の春に「広範囲
脳梗塞」で倒れ、身体機能と脳機能に重複した障
がいを抱えた筆者。３年の闘病を経て一部の障
がいを克服するが、外見から困難が分からない
中途障がい者となる。

「障害のある子が『親なきあと』にお金で
　困らない本」

　障がいのある子を持つ親や家族にとって、自分
たちがいなくなったあとの子どもの
生活がどうなるかは、とても大きな
心配事です。大きな反響を得た『障
害のある子の家族が知っておきたい
「親なきあと」』の第２弾。

「つながろ！
　-にがてをかえる？まほうのくふう-」

しまだようこ　著
出版：今井出版

●利 用 時 間 ９：００～１７：００
●休 館 日 月曜日（祝日の場合は翌日・第４月曜日は除く）
●貸 　 　 出 図書・ビデオ・DVD　合計１０点まで

※貸出の際は、クローバープラザ利用者カードが必要です。
※遠方の方や外出が困難な方のために配送での貸出返却も行っています。（送料実費負担）

●貸 出 期 間 ２週間以内
●問い合わせ先 福祉情報センター　〒８１６－０８０４　春日市原町３丁目１番地７

　　　　　　　　　　　　　　　　　クローバープラザ東棟２階
☎　０９２－５８４－３３３０　　FAX　０９２－５８４－３３１９

福祉情報センターでは、福祉に関する
図書・ビデオの閲覧・貸出を行っています。

　おさななじみのまいちゃんは、発達障がい？ま
いちゃんも、わたしも、先生も、クラスのともだ
ちも、みーんながわかりやすくなるための「まほ
うのくふう」ってなんだろう？

渡部伸　著　
出版：主婦の友社

ほんだな
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★障害者福祉制度・施策を満載

１ 手帳制度 ８ 就労
２ 保健・医療・衛生 ９ まちづくり・ボランティア
３ 日常生活援助 １０ 住宅
４ 教育・育成 １１ 移動・交通
５ 療育・訓練 １２ 教養・余暇・スポーツ
６ 年金・手当 １３ 情報・通信・コミュニケーション
７ 税金

★施設名簿、地域活動支援センター・共同作業所の活動内容等を掲載

★県内における障害福祉サービスの利用状況を掲載

 
  
 
 

発行 福岡県社会福祉協議会（福岡県福祉情報センター）

価格 １部 １，３００円（税込） ４版 ４３４頁

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

購入を希望の際は、下記窓口にお越しいただくか、申込書に必要事項を記入のうえ、ＦＡＸ

または郵送でお申込みください。

障害者福祉情報ハンドブック２０１ 申込書

申込部数 部 ×１，３００円 ＋ 送料 が 御請求額になります。

氏名・団体名 担当者名

送付先 〒

備考

送 料：１０部まで ４７５円（九州内）

：１１部以上及び九州外の送料は、下記へ問い合わせください。

★県内全市町村の実施する地域生活支援事業を網羅

・ 相談支援事業 ・ 移動支援事業

・ 意思疎通支援事業 ・ 地域活動支援センター機能強化事業

・ 日常生活用具給付等事業 ・ その他の事業

２０１８年版

は、平成３０年

３月発行予定

【申し込み・問い合わせ先】

福岡県社会福祉協議会 県民サービス部 人材・情報課

〒 春日市原町３－１－７ クローバープラザ東棟２階

ＴＥＬ ０９２－５８４－３３３０ ＦＡＸ ０９２－５８４－３３１９
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